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歴
史
時
代
の
植
生
を
推
定
す
る
手
法
と
し
て
は
、
花

粉
・
植
物
遺
体
・
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
な
ど
の
分
析
、

絵
図
・
絵
画
・
古
写
真
・
迅
速
図
な
ど
の
解
析
、
江

戸
時
代
の
検
地
帳
・
検
地
絵
図
・
明
細
帳
な
ど
の
解

析
、
公
家
や
僧
侶
の
日
記
類
の
比
較
、
万
葉
集
・
風
土

記
な
ど
の
古
典
の
解
析
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か
で

も
十
分
な
文
書
や
絵
画
等
の
残
さ
れ
て
い
な
い
古
代
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
代
に
記
さ
れ
た
古
事
記
、
日
本
書

紀
、
風
土
記
、
万
葉
集
は
古
代
の
植
生
を
探
る
重
要
な

資
料
と
な
り
得
る
。
特
に
奈
良
時
代
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
万

葉
集
に
は
、
藻
類
、
菌
類
も
含
め
て
約
１
６
０
種
の
植

物
が
植
物
の
生
育
立
地
や
共
存
種
と
共
に
約
１
６
０
０

首
も
詠
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
植
生
を
推
定
す

る
の
に
非
常
に
有
効
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉

集
に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物
（
万
葉
植
物
）
に
つ
い
て
は

多
数
の
国
学
者
や
本
草
家
・
植
物
分
類
学
者
に
よ
っ

て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
万
葉
集
を
用
い
た
奈
良
時

代
の
植
生
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
論

文
で
は
服
部
ほ
か
（
２
０
１
０
）
の
研
究
成
果
を
土

台
に
、
里
山
林
の
比
較
と
い
う
新
た
な
視
点
を
加
え

て
、
万
葉
時
代
の
植
生
景
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

万
葉
植
物
は
自
然
の
実
態
を

示
し
て
い
る
の
か

万
葉
植
物
よ
り
植
生
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
万

葉
集
の
自
然
描
写
の
正
確
さ
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
植

物
の
「
種
」
と
「
種
」
の
組
み
合
わ
せ
と
植
物
の
「
種
」

と
「
地
形
単
位
」
の
組
み
合
わ
せ
の
検
証
に
よ
り
正
確

さ
を
評
価
す
る
。

同
首
内
に
詠
ま
れ
て
い
る
ハ
ギ
属
と
ス
ス
キ
、
ハ
ギ

属
と
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
ハ
ギ
属
と
チ
ガ
ヤ
、
ス
ス
キ
と
ネ

ザ
サ
、
ヨ
シ
と
オ
ギ
、
ハ
ン
ノ
キ
と
カ
サ
ス
ゲ
類
な
ど

の
組
み
合
わ
せ
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
現
在
の
ス
ス
キ

草
原
、
夏
緑
二
次
林
（
落
葉
広
葉
二
次
林
、
里
山
林
）、

ハ
ン
ノ
キ
林
、
水
田
な
ど
の
各
群
落
に
お
け
る
構
成
種

の
一
部
に
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ス
キ
と
ナ
ン

バ
ン
ギ
セ
ル
、
マ
ツ
と
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
を
み
る
と
、
同

首
内
の
2
種
は
適
当
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
実
在
す
る
群
落
の
種
組
成
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
種
の
組
み
合
わ
せ
の
妥
当
性
か
ら
み
る
と
万
葉

集
で
は
自
然
の
実
態
を
詠
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

山や
ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
に
よ
る「
秋
の
七
種（
な
な
く
さ
）」の
歌（
８

―
１
５
３
７
、１
５
３
８
）に
は
ハ
ギ
、ス
ス
キ
、キ
キ
ョ

ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
、
ク
ズ
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
7
種
の
植
物
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
植
物
は
ま
さ
に
ス
ス
キ
草
原
の
構
成
種
で
あ
っ
て
、

万
葉
集
の
自
然
描
写
の
精
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

セ
リ
・
イ
ヌ
ビ
エ
・
コ
ナ
ギ
と
「
田
」、
ハ
ギ
属
・

ス
ス
キ
・
チ
ガ
ヤ
・
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
と
「
野
」（
野
は

草
地
を
示
す
語
で
は
な
く
、
平
坦
な
地
形
を
指
す
。
排

水
の
悪
い
平
坦
な
湿
地
に
ハ
ン
ノ
キ
は
生
育
し
、
乾
燥

気
味
の
立
地
に
ス
ス
キ
等
が
広
が
る
）、
ヨ
シ
と
「
河

口
」、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
と
「
河
原
」、
ノ
イ
バ
ラ
・
シ
バ

と
「
道
」（
路
傍
）
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も

植
物
２
種
の
組
み
合
わ
せ
と
同
様
に
、
適
当
に
組
み
合

わ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
実
在
す
る
群
落
と
そ
の
立
地

条
件
が
正
確
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
万
葉
集
は
奈
良
時
代
の
植
生
を
推
定

す
る
資
料
と
し
て
の
価
値
は
十
分
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

解
析
手
順

①
群
落
単
位
の
抽
出

万
葉
植
物
の
標
準
和
名
（
図
鑑
等
で
一
般
的
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
和
名
・
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。）
を
確
定
し
、
そ
れ
ら
の
植
物
な
ど

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
群
落
単
位
を
判
定
し
た
。
各
植

物
の
詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
も
と
に
、
各
群
落
単
位
が

詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
算
出
し
た
。
各
群
落
単
位
の
歌

数
の
多
少
は
万
葉
時
代
の
植
生
面
積
の
大
小
か
、
万
葉

人
の
植
生
へ
の
関
わ
り
や
好
み
の
程
度
を
反
映
し
て
い

る
も
の
と
考
え
、
各
群
落
単
位
の
歌
数
の
比
較
に
よ
っ

万
葉
集
か
ら
読
み
解
く
古
植
生

その３

兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
　
学
長
（
兵
庫
県
立
大
学
　
名
誉
教
授
）　
服
部 

保

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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統
合
さ
れ
る
生
物
分
類
の
よ
う
に
、
群
落
分
類
で
は
群

集
を
基
本
単
位
と
し
て
、上
位
に
向
か
っ
て
群
団
、オ
ー

ダ
ー
、
ク
ラ
ス
の
階
級
に
統
合
さ
れ
る
。）
を
で
き
る

だ
け
採
用
し
た
が
、
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
場
合
は
ク

ラ
ス
以
下
の
階
級
で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
、
群
団
、
群
集
を

採
用
し
た
。
水
田
、
畑
地
、
庭
園
植
物
等
は
そ
れ
ら
の

土
地
利
用
名
を
用
い
た
。

②
夏
緑
二
次
林
、
神
社
林

（
照
葉
準
自
然
林
）
を
示
す
用
語

植
物
名
で
は
な
い
が
、
黄
葉
（
も
み
ち
）・
紅
（
く

れ
な
ゐ
）・
黄
葉
（
も
み
ち
ば
）・
色
づ
き
な
ど
の
用
語

は
山
が
紅
葉
し
て
い
る
状
態
、
す
な
わ
ち
夏
緑
樹
（
落

葉
樹
）
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
黄
葉
等
に
よ
っ
て
コ

ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
（
夏
緑
二
次
林
）
が
詠
ま
れ
て

い
る
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る

歌
を
検
索
し
、
歌
数
を
ま
と
め
た
。

同
様
に
、
神
社
の
森
を
意
味
す
る
用
語
［
神
社
（
も

り
）、
社
（
も
り
、
や
し
ろ
）、
三
諸
な
ど
］
の
詠
ま
れ

て
い
る
歌
数
を
調
べ
、
そ
れ
ら
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス

（
照
葉
準
自
然
林
）
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
み
な
し
た
。

③
照
葉
樹
林
の
区
分

照
葉
樹
林
（
総
称
）
は
原
生
状
態
に
あ
る
照
葉
樹
林

（
照
葉
自
然
林
）、
自
然
性
が
や
や
高
く
、
社
寺
に
保
全

さ
れ
て
い
る
照
葉
準
自
然
林
、
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
照
葉
二
次
林
（
照
葉
里
山
林
）
の
３
樹
林
に

区
分
さ
れ
る
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）。
土
地
利
用

か
ら
み
る
と
水
田
・
畑
・
人
家
の
存
在
す
る
「
人
里
」、

里
を
と
り
ま
き
薪
炭
を
供
給
す
る
「
山
」（
里
山
）、
人

の
立
ち
入
り
が
な
い
「
奥
山
」
に
区
分
で
き
る
（
岩
槻

　

２
０
１
０
）。「
奥
山
」
と
照
葉
樹
林
構
成
種
お
よ

び
「
山
」
と
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
類
と
の
組
み
合
わ
せ
は
照
葉
樹
林
（
照
葉
自
然

林
）、「
社
、
三
諸
」
な
ど
と
照
葉
樹
林
構
成
種
と
の
組

み
合
わ
せ
は
照
葉
準
自
然
林
、「
山
」
と
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、

イ
チ
イ
ガ
シ
を
除
く
照
葉
樹
林
構
成
種
と
の
組
み
合
わ

せ
は
照
葉
二
次
林
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
、
3
樹
林

の
歌
数
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
、
現

在
で
は
人
工
林
の
代
表
種
で
あ
り
、
人
の
手
の
加
わ
っ

て
奈
良
時
代
の
植
生
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

手
順
と
し
て
は
、
万
葉
集
校
注
書
（
中
西　

１
９
７
８
、１
９
８
０
、１
９
８
１
、１
９
８
３
）
を

も
と
に
歌
だ
け
で
は
な
く
題
詞
、
左
注
等
も
含
め
て

万
葉
植
物
を
検
索
し
、
万
葉
植
物
解
説
書
（
松
田　

１
９
７
０
：
木
村　

１
９
８
８
：
細
見　

１
９
９
２
：

山
田
・
中
嶋　

１
９
９
５
：
木
下　

２
０
１
０
）
を
参

考
に
し
て
、「
あ
か
ら
が
し
は
」
は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、「
し

ら
か
し
」
は
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
よ
う
に
万
葉
植
物

名
の
標
準
和
名
へ
の
確
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
海

藻
類
・
不
明
種
を
除
く
ハ
ギ
属
、
コ
ウ
ゾ
、
ウ
メ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
な
ど
、１
４
８
種
の
植
物
（
菌
類
1
種
を
含
む
）

を
確
認
し
た
。
そ
の
際
に
、
浜
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
ま
つ
」
は
ク
ロ
マ
ツ
に
、
内
陸
の
「
ま
つ
」
は
ア
カ

マ
ツ
に
、海
が
近
い
立
地
（
海
原　

う
な
は
ら
）
の
「
す

げ
」
は
シ
オ
ク
グ
に
、
砂
丘
の
「
か
ほ
が
は
な
」
は
ハ

マ
ヒ
ル
ガ
オ
に
推
定
す
る
な
ど
生
育
立
地
や
共
存
種
に

注
目
し
て
標
準
和
名
を
確
定
し
た
。
確
定
し
た
１
４
８

種
の
植
物
に
つ
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
算
出
し

た
。植

物
社
会
学
上
の
群
落
単
位
お
よ
び
外
観
に
よ
る
植

生
名
や
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
大
場
（
１
９
８
２
）、

宮
脇
ほ
か
（
１
９
８
３
）
な
ど
を
参
考
に
、
１
４
８
種

の
植
物
が
属
し
て
い
る
群
落
単
位
を
「
ス
ス
キ
」
は
ス

ス
キ
ク
ラ
ス
（
採
草
・
放
牧
草
原
）、「
ノ
イ
バ
ラ
」
は

ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
（
林
縁
植
物
群
落
）、「
ア
カ
メ
ガ
シ

ワ
」は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
―
ク
サ
ギ
群
団（
先
駆
低
木
林
）、

「
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
」は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス（
照
葉
樹
林
）

な
ど
の
よ
う
に
判
定
し
た
。
群
落
単
位
は
最
上
級
の
階

級
で
あ
る
ク
ラ
ス
（
種
を
基
本
単
位
と
し
、
上
位
に
向

か
っ
て
属
、
科
、
目
、
綱
、
門
、
界
の
階
級
に
よ
っ
て

た
状
態
の
指
標
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
人
の
手

の
加
わ
っ
て
い
な
い
照
葉
樹
林
や
夏
緑
樹
林
の
構
成
種

で
あ
っ
た
の
で
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
低
地
で
の
分
布
は
照
葉
樹
林（
照
葉
自
然
林
）

の
存
在
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

万
葉
の
植
生
景
観

①
植
生
景
観
の
概
要

万
葉
集
に
は
１
４
８
種
の
植
物
が
１
６
５
４
首
に

詠
ま
れ
て
い
た
。
１
４
８
種
の
中
に
は
、「
ま
ゆ
み
」、

「
む
ら
さ
き
」
の
よ
う
に
弓
や
染
料
な
ど
の
製
品
等
の

名
称
や
、「
あ
か
ね
さ
す
」
や
「
ぬ
ば
た
ま
」
の
よ
う

な
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
っ
て
、
植
物
そ

の
も
の
を
示
し
て
い
な
い
名
称
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
植

物
や
歌
を
除
く
と
１
３
８
種
、
１
２
５
９
首
と
な
る
。

１
３
８
種
の
属
す
る
群
落
単
位
を
調
べ
（
表
１
）、
歌

数
の
多
い
順
に
群
落
単
位
を
ま
と
め
る
と
、
ス
ス
キ
ク

ラ
ス
（
３
０
６
首
）、
庭
園
植
物
群
（
２
５
０
首
）、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
（
１
３
６
首
）、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ

デ
群
団
（
１
２
５
首
）、
ヨ
シ
ク
ラ
ス
（
１
０
７
首
）、

ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
（
57
首
）、
ク
ロ
マ
ツ
林
（
56
首
）

と
続
く
（
表
2
）。
自
然
植
生
と
し
て
は
ヨ
シ
ク
ラ
ス
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万
葉
集
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
歌
は
「
照
葉
樹
林
」
の

よ
う
に
暖
温
帯
・
低
山
帯
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
域
で

詠
ま
れ
て
お
り
、
冷
温
帯
・
山
地
帯
・
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域

で
は
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
自
然
植
生
よ

り
も
採
草
・
放
牧
草
原
、
里
山
、
耕
作
地
な
ど
の
代
償

植
生
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
里
山
で
は
後
述
す

る
よ
う
に
夏
緑
二
次
林
が
優
占
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

表
２
に
よ
っ
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

②
人
里

－

里
山

－

奥
山

奈
良
時
代
に
お
い
て
は
低
地
に
集
落
や
耕
作
地
の
広

が
る
「
人
里
」
が
開
け
、
里
の
周
り
に
燃
料
・
肥
料
・

飼
料
の
採
取
地
で
あ
る
「
山
（
里
山
）」、
里
山
の
奥
深

く
に
人
に
よ
っ
て
土
地
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
植

生
の
分
布
す
る
「
奥
山
」
と
い
う
土
地
利
用
の
モ
デ
ル

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
人
里
」
に
は
庭
園
植

物
群
、
ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
、
水
田
＋
イ
ネ
ク
ラ
ス
、
畑

地
、
ヨ
モ
ギ
ク
ラ
ス
、
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
の
一
部
、
シ
ロ

ザ
ク
ラ
ス
、
ヒ
ル
ム
シ
ロ
ク
ラ
ス
、「
里
山
」
に
は
ス

ス
キ
ク
ラ
ス
の
大
部
分
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
、

ア
カ
マ
ツ
群
団
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
―
ク
サ
ギ
群
団
、「
奥

山
」
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
大
部
分
、
ブ
ナ
―
サ

サ
オ
ー
ダ
ー
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉

集
の
舞
台
と
な
っ
た
暖
温
帯
・
低
山
帯
・
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
ク
ラ
ス
域
に
限
る
と
、
近
畿
地
方
で
は
「
里
山
」
の

面
積
が
広
く
、「
人
里
」、「
奥
山
」
の
順
と
考
え
ら
れ

（
１
０
７
首
）、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
一
部
（
32
首
）、

ハ
ン
ノ
キ
ク
ラ
ス（
17
首
）、オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
ク
ラ
ス（
４

首
）、
ブ
ナ
―
サ
サ
オ
ー
ダ
ー
（
２
首
）、
ハ
マ
ゴ
ウ
ク

ラ
ス
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
ク
ラ
ス
・
シ
オ
ク
グ
群
集
（
各

１
首
）
で
残
り
は
代
償
植
生
（
人
の
手
が
加
わ
っ
た
植

生
）
で
あ
る
。

植
物
名
以
外
に
因
る
植
生
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し

て
、黄
葉
等
に
よ
る
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団（
68
首
）、

神
社
（
も
り
）・
社
（
も
り
）
等
に
よ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

ク
ラ
ス
（
54
首
）
が
あ
る
。
表
２
の
結
果
に
こ
れ
ら
二

つ
の
歌
数
を
加
え
る
と
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
が

１
９
３
首
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
が
１
９
２
首
と
な
っ

て
３
位
と
４
位
が
入
れ
替
わ
る
。

表1．万葉植物の標準和名，歌数，およびそれらの植物が所属する群落単位名の一例．
標準和名 万葉植物名 歌数 1） 群落単位名・他
ハギ属 はぎ 143 ススキクラス
ウメ うめ 119 庭園植物群
クロマツ まつ  56 人工植生（クロマツ林）
イネ いね，わせ，なへ，ほ，ゆだね  47 人工植生（水田）
ヨシ あし  45 ヨシクラス
チガヤ あさぢ，ち，ちばな，ちがや  27 ススキクラス
コジイ しひ   3 ヤブツバキクラス
　・ 　・ 　・ 　・
　・ 　・ 　・ 　・
　・ 　・ 　・ 　・
1）：植物そのものではない弓，染料，衣料などの製品，加工品等を除く歌数．

る
。
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群

団
の
歌
数
が
多
い
の
は
面
積
の
広
い
里
山
の
植

生
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ 

る
。
し
か
し
、
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
（
採
草
・
放
牧

草
原
）
と
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
（
夏
緑
二

次
林
）
を
比
較
す
る
と
、
燃
料
林
の
コ
ナ
ラ
―

イ
ヌ
シ
デ
群
団
の
面
積
が
よ
り
広
大
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ス
キ
ク

ラ
ス
の
歌
が
一
位
で
あ
る
の
は
秋
の
七
種
に
代

表
さ
れ
る
美
し
い
開
花
植
物
や
開
放
的
な
景
観

性
を
万
葉
人
が
好
ん
で
取
り
上
げ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ヨ
シ
ク
ラ
ス
は
河
川
等
に
限
定
さ
れ

る
小
面
積
の
群
落
単
位
で
あ
る
が
、
歌
数
は

１
０
７
と
面
積
の
広
い
水
田
よ
り
も
上
位
の
５

位
で
あ
る
。ヨ
シ
ク
ラ
ス
も
草
原
で
あ
る
の
で
、

ス
ス
キ
ク
ラ
ス
と
同
様
に
開
放
的
で
あ
り
、
眺

望
性
に
富
ん
だ
植
生
景
観
が
好
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

表 2．群落単位別の歌数と植物種数（植物そのものではない弓，染料，衣料などの

製品，加工品等を除く）．
群落単位名・土地利用（相観植生名ほか） 歌数・植物種数 立地条件
ススキクラス（採草・放牧草原） 306 （ 18 ）里山（人里）
庭園植物群 250 （ 12 ） 人里
ヤブツバキクラス（照葉樹林・総称） 136 （ 21 ）奥山（里山）
コナラ－イヌシデ群団（夏緑二次林） 125 （ 17 ） 里山
ヨシクラス（河川草原） 107 （ 9 ） ・
ノイバラクラス（林縁植物群落）  57 （ 10 ） 人里
クロマツ林（人工植生）  56 （ 1 ） 人里
水田（人工植生）＋イネクラス（水田雑草群落）  53 （ 4 ） 人里
アカマツ群団（針葉二次林）  41 （ 6 ） 里山
畑地（人工植生）  24 （ 10 ） 人里
ハンノキクラス（湿地林）  17 （ 2 ） ・
マダケ・ハチク林（人工植生）  16 （ 1 ） 里山
ヨモギクラス（路傍植物群落）  13 （ 7 ） 人里
エノキ－ムクノキ群団（堤防等夏緑二次林）  11 （ 4 ） ・
アカメガシワ－クサギ群団（先駆低木林）  11 （ 3 ） 里山
シロザクラス（畑地雑草群落）  11 （ 2 ） 人里
ヒルムシロクラス（池沼植物群落）   9 （ 5 ） 人里
タウコギクラス（水辺植物群落）   7 （ 2 ） ・
オノエヤナギクラス（河川林）   4 （ 1 ） ・
ブナ－ササオーダー（夏緑樹林）   2 （ 2 ） 奥山
ハマゴウクラス（海浜低木林）   1 （ 1 ） ・
ハマボウフウクラス（海浜草原）   1 （ 1 ） ・
シオクグ群集（塩沼地草原）   1 （ 1 ） ・
合計  1259 138
植物種数の合計は 140 種（2 種は重複）
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③
里
山
の
植
生

弥
生
時
代
以
降
、
暖
温
帯
・
低
山
帯
で
は
自
然
林
が

破
壊
さ
れ
た
後
、
燃
料
供
給
用
の
里
山
が
育
成
さ
れ

る
。
里
山
で
は
照
葉
自
然
林
の
破
壊
後
、
照
葉
二
次
林

が
成
立
し
た
後
に
夏
緑
二
次
林
へ
と
移
行
し
、
さ
ら
に

室
町
時
代
に
な
る
と
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
、
江
戸
時
代
に

は
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
の
一
部
は
は
げ
山
へ
と
遷
移
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
照
葉
二
次
林
か
ら
夏
緑
二
次
林
へ
と

遷
移
し
た
年
代
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）。

万
葉
集
に
お
け
る
照
葉
樹
林（
総
称
）は
植
物
に
よ
っ

て
１
３
６
首
、
神
社
等
に
よ
っ
て
54
首
、
合
計
１
９
０

首
詠
ま
れ
て
い
る
。
照
葉
樹
林
構
成
種
の
記
さ
れ
て
い

る
１
３
６
首
を
対
象
に
、解
析
手
順
の
③
に
示
し
た「
照

葉
樹
林
の
区
分
」
の
手
法
に
基
づ
く
と
、
照
葉
自
然
林

は
30
首
、
照
葉
準
自
然
林
は
17
首
、
照
葉
二
次
林
は
31

首
、
各
種
照
葉
型
樹
林
は
58
首
に
区
分
さ
れ
た
。

万
葉
の
植
生
景
観
の
①
に
示
し
た
よ
う
に
夏
緑
二
次

林
（
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
）
は
１
９
２
首
、
ア
カ

マ
ツ
二
次
林
（
ア
カ
マ
ツ
群
団
）
は
41
首
、
照
葉
二
次

林
は
31
首
と
な
り
、
二
次
林
の
中
で
は
夏
緑
二
次
林
が

も
っ
と
も
多
い
。
紅
葉
を
詠
ん
だ
歌
の
中
に
勅
撰
和
歌

集
の
も
み
ぢ
の
様
に
、
特
に
紅
葉
を
愛め

で
る
と
い
っ
た

歌
が
少
な
い
の
で
、
歌
数
の
多
少
は
面
積
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
た
。
以
上
に
よ
り
万
葉
時
代
の
大
和
を
中

心
と
し
た
地
域
の
里
山
景
観
は
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
、
照

葉
二
次
林
を
含
む
も
の
の
夏
緑
二
次
林
の
優
占
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
結
果
は
、
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
の
優
占
化
が
平
安
時
代

末
期
か
ら
室
町
時
代
と
す
る
貴
族
の
日
記
の
解
析
結
果

（
千
葉　

１
９
７
３
）
や
花
粉
分
析
結
果
（
佐
々
木
ほ

か　

２
０
１
１
）
と
も
矛
盾
し
て
い
な
い
。
照
葉
二
次

林
か
ら
夏
緑
二
次
林
へ
の
移
行
の
時
代
は
奈
良
時
代
以

前
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

④
万
葉
時
代
の
草
原

草
原
は
自
然
草
原
、
二
次
草
原
を
含
め
て
合
計

４
２
５
首
詠
ま
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
万
葉
人

の
草
原
へ
の
愛
着
性
は
強
く
、
秋
の
七
種
の
歌
が
現
在

も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
草
原
に
対
す

る
嗜
好
性
は
現
代
人
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
頁
数

の
関
係
で
、
草
原
の
中
で
チ
ガ
ヤ
草
原
の
み
を
取
り
上

げ
る
。
チ
ガ
ヤ
は
「
あ
さ
ぢ
」［
浅
茅
、
草
丈
の
低
い

茅
（
ち
）］
な
ど
と
し
て
27
首
も
詠
ま
れ
て
い
る
。「
あ

さ
ぢ
」
は
刈
敷
用
（
肥
料
）
の
緑
肥
、
飼
料
な
ど
の
採

取
を
目
的
に
年
数
回
刈
り
取
ら
れ
た
結
果
生
じ
た
チ
ガ

ヤ
の
生
育
形
で
あ
り
、
古
典
の
解
説
に
よ
く
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
単
に
草
丈
が
低
い
と
か
、
ま
ば
ら
に
生
育

し
て
い
る
チ
ガ
ヤ
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
万
葉
集
で

は
「
あ
さ
ぢ
は
ら
に
標
を
結
う
」
や
「
あ
さ
ぢ
を
刈
る
」

な
ど
の
語
句
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
万
葉
人
は
人
の
利
用
の
下
に
「
あ
さ
ぢ
」、「
あ

さ
ぢ
は
ら
」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

お
り
、
そ
の
上
で
「
あ
さ
ぢ
」
を
恋
人
に
例
え
た
り
、

遊
び
の
道
具
に
す
る
な
ど
の
親
し
み
の
あ
る
歌
が
詠
ま

れ
て
い
る
。
平
安
時
代
以
降
、
勅
撰
和
歌
集
や
源
氏
物

語
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
あ
さ
ぢ
」
は
荒
れ
た

状
態
の
草
原
や
庭
の
雑
草
群
を
示
す
用
語
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
は
チ
ガ
ヤ
の
実
態
・
生
態
を
知
ら
な
い
貴
族

が
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
よ
っ

て
い
る
。
平
安
時
代
の
和
歌
集
や
物
語
で
は「
あ
さ
ぢ
」

と
い
う
用
語
の
中
に
実
態
と
は
異
な
る
チ
ガ
ヤ
の
放
置

草
原
像
が
示
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

勅
撰
和
歌
集
等
で
は
チ
ガ
ヤ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

植
物
に
つ
い
て
も
実
態
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
少
な

く
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
当
時
の
植
生

の
推
定
は
で
き
ず
、
こ
の
点
か
ら
も
万
葉
集
の
重
要
性

が
理
解
で
き
る
。

万
葉
集
に
お
い
て
は
、
文
学
を
始
め
と
し
歴
史
学
、

民
俗
学
、
国
語
学
、
宗
教
学
、
地
理
学
、
生
物
学
な
ど

の
様
々
な
分
野
か
ら
広
く
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回

奈
良
時
代
の
植
生
景
観
や
群
落
分
布
と
い
っ
た
植
生
学

の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
標
準
和
名
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
万
葉

植
物
や
群
落
単
位
が
不
明
瞭
な
植
物
も
あ
り
、
今
後
万

葉
植
生
学
を
確
立
し
た
い
。
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Ⅱ
）」，

69-210

．
彰
国
社
，
東
京
．

佐
々
木
尚
子
・
高
原　

光
・
湯
本
貴
和　

2011

．
堆
積
物
中
の
花
粉
組
成
か

ら
み
た
京
都
盆
地
周
辺
に
お
け
る
里
山
林
の
成
立
過
程
．
地
球
環
境
，16

：

115-127

．

山
田
卓
三
・
中
嶋
信
太
郎　

1995

．
万
葉
植
物
事
典
「
万
葉
植
物
を
読
む
」．

北
隆
館
，
東
京
．




